
 － 19 － 

Ⅰ．研究の背景と目的

1 . ライフストーリーワークの広がりと形態

児童養護施設で暮らす子どもの生い立ちへのかかわり
全国の児童養護施設に対するアンケート調査から
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2 . ライフストーリーワークに関する認識の曖昧さ
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Ⅱ．研究目的

Ⅲ．研究方法

1 . 調査対象と調査方法

2 . 調査項目と分析方法

3 . 倫理的配慮

Ⅳ．調査結果

1 . 回答者の属性（職種）

2 .「子どもの生い立ちへのかかわり」実施状況

1）実施度の高い項目
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2 ）実施場面・形態別の「子どもの生い立ちへ

のかかわり」

表 1　実施度　上位10項目
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①生活場面型の実施状況

表 2　生活場面型　上位10項目（20項目中）
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②設定型の実施状況 ③セッション型の実施状況

表 3　設定型　11項目
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3 .「子どもの生い立ちへのかかわり」に関する

意見

1）必要度と総実施度

表 4　セッション型が高い項目

図 1．「子どもの生い立ちへのかかわり」必要度 図 2．「子どもの生い立ちへのかかわり」総実施度
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2 ）ライフストーリーワークの理解 3）ライフストーリーワークの理解と必要度、

総実施度の関係

図 3．LWSの理解
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Ⅴ . 考察

1 . 調査の回答者からみるライフストーリーワー

クの広がり

2 .「子どもの生い立ちへのかかわり」の形態別

実施状況

表 5　「LSWの理解」による必要度、総実施度

平均値 標準偏差 F値 平均値 標準偏差 F値
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3 . ライフストーリーワークの理解と「子どもの

生い立ちへのかかわり」の関係
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Ⅵ．本研究の限界と今後の課題
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